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ビルメンテナンス業におけるリスクアセスメント

リスクアセスメントとは、事業者自らが作業現場に

ある危険性又は有害性を特定し、それによる労働災害
（健康障害を含む）の重篤度（災害の程度）とその災
害が発生する可能性を組み合わせてリスクを見積り、
そのリスクの大きさに基づいて対策の優先度を決めた
上で、リスクの除去、低減措置を検討し、その結果を
記録する一連の安全衛生管理手法です。事業者は、リ
スクアセスメントを行った結果に基づき、リスク低減
措置を実施することになります。（「ビルメンテナン
ス業におけるリスクアセスメントマニュアル」より。
以下同じ。）
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ビルメンテナンス業におけるリスクアセスメント
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法改正の全体像
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2023(R5).4.1 2024(R6).4.1

化
学
物
質
管
理
体
系
の
見
直
し

名称等の表示・通知をしなければならない化学物質の追加

ばく露を最小限度にすること
（ばく露を濃度基準値以下にすること）

ばく露低減措置等の意見聴取、記録作成・保存

皮膚等障害化学物質への直接接触の防止
（健康障害を起こすおそれのある物質関係）

衛生委員会付議事項の追加

化学物質によるがんの把握強化

リスクアセスメント結果等に係る記録の作成保存

化学物質労災発生事業場等への監督署長による指示

リスクアセスメント等に基づく健康診断の実施・記録作成等

がん原性物質の作業記録の保存

実
施
体
制
の

確
立

化学物質管理者・保護具着用責任者の選任義務化

雇入れ時等教育の拡充

職長等に対する安全衛生教育が必要となる業種の拡大

情
報
伝
達
の
強
化

ＳＤＳ等による通知方法の柔軟化

「人体に及ぼす作用」の定期確認及び更新

通知事項の追加及び含有量表示の適正化

事業場内別容器保管時の措置の強化

注文者が必要な措置を講じなければならない設備の範囲の拡大

管理水準良好事業場の特別規則適用除外

特殊健康診断の実施頻度の緩和

第三管理区分事業場の措置強化
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施行期日

2022(R4).5.31(公布日)施行

2024(R6).4.1施行

2023(R5).4.1施行 2024(R6).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2023(R5).4.1施行 2024(R6).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2024(R6).4.1施行

2024(R6).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2024(R6).4.1施行

2024(R6).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2024(R6).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2023(R5).4.1施行

2024(R6).4.1施行
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令和6年4月26日（金）
労働基準局 安全衛生部

化学物質対策課
報道関係者 各位

化学物質管理強調月間を創設します
～厚生労働省と環境省が連携し事業場の化学物質管理の取り組みを促進～

この度、新たな化学物質管理にかかる国際的な動きや化学物質規制が幅広い産業に適
用されることを契機とし、厚生労働省及び中央労働災害防止協会が主唱し、環境省の協
力のもと、広く一般に職場における危険・有害な化学物質管理の重要性に関する意識の
高揚を図るとともに、化学物質管理活動の定着を図るため、化学物質管理強調月間を創
設します。
本月間は令和７年２月を第１回とし、毎年２月に実施いたします。

１．スローガン 公募により決定。
２．期 間 毎年 2 月（２月１日～２月 28 日）（第１回は令和７年２月）
３．実施体制 （１）主唱者 厚生労働省、中央労働災害防止協会

（２）協力連携者 環境省
（３）協賛者

建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、
港湾貨物運送事業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会

（４）協力者
関係行政機関、地方公共団体、安全衛生関係団体、労働団体及び事業者団体
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【主な改正箇所】

42



43



44

疲労蓄積度自己診断チェックリスト（労働者本人用）
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疲労蓄積度自己診断チェックリスト（労働者の家族用）
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ご静聴ありがとう
ございました。

ご安全に！


